
















































2018 年 11 月 30 日受付







具体的な授業の評価（西岡ほか , 2015; Suskie, 
2009 齋藤訳 2015）においても，共通の尺度が求
められることにより，ルーブリックによる評価






























































































































ト 1』の 2 章には，項目の形式として，以下のよ
























（日本テスト学会 , 2007： 218）」とある。同じシ
リーズの，池田（1972）『心理学研究法 8：テス











































































































『心理学研究法 8：テスト 2』，Linn （1989 池田ら
訳 1992）『教育測定学（上・下）』などを参照）。
実際の受検者の解答傾向を分析したものも幾つ







い （荒井 , 2005a： 25）」としている。また，「ゲ
スによる正答を減らすためには，誤答の選択肢が




（Item Response Theory; IRT と略記）の，当て
推量パラメータが連想されるかもしれない。
IRT の詳細については，芝 （1991） 『項目反応
理論：基礎と応用』，池田 （1994） 『現代テスト理
論』，村木 （2011） 『項目反応理論』，Linn （1989 
池田ら訳 1992） 『教育測定学（上・下）』，豊田 
（2012） 『項目反応理論［入門編］（第 2 版）』，光
永 （2017） 『テストは何を測るのか ： 項目反応理
論の考え方』等を参照してもらうとして，概略を
示すと，
♠ 1   パラメータ（1PL）モデルでは，項目の
困難度パラメータのみを導入
♠ 2   パラメータ（2PL）モデルでは，1PL モ
デルに加えて，項目の識別力パラメータ
を導入




























































この場合の標本平均は 3.0，標本分散は 0.5 となる。



























問 10 ４ ３
問 11 ４ ４
問 12 ４ ２






















　　f（x）= pxq1 − x  （2）
である。ベルヌーイ分布の確率母関数（probability 
generating function）π（t）は，
　　π（t）= pt + q （3）
であり，モーメント母関数（moment distri - 
bution function）M（t）は，



























図 1　具体例 1 の正答数確率分布
　　（二項分布 Bin（12,0.25））













































































蓑谷 （2010） 『統計分布ハンドブック』，芝 （1984） 
『統計用語辞典』などを参照。
複合二項分布についての記載がある文献は，芝 
（1984） 『統計用語辞典』，芝 （1991） 『項目反応理
論：基礎と応用』，池田 （1994） 『現代テスト理論』
など，ごく一部に限られている。それは，確率分





















































































































































具体例 1 : 日本留学試験（EJU）の解答方式
　　　　  （表 5）
具体例 2 : 大学入試センター試験（DNC）の
　　　　  解答方式（表 6）
表 5　日本留学試験（EJU）の解答方式・選択肢数
試験科目 解答形式および選択肢数の傾向 問題項目数
日本語（記述問題） 記述式 2 問から 1 問選択解答
日本語（読解問題） 4 択固定 25 問
日本語（聴読解問題） 4 択固定 12 問
日本語（聴解問題） 4 択固定 15 問
総合科目 4 択固定 38 問
理科・選択（物理） 選択肢数可変（9 択を上限） 19 問
理科・選択（化学） 選択肢数可変（9 択を上限） 20 問




















※世界史 B のみ 4 択固定












23 ～ 31 問
数学 1・数学 A 選択肢数可変（数学用） 大問構成・小問数可変
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